
販売開始…12月上旬（予定）
販売場所…参加地区内商店、公式HP、
　　　　　参加地区が窓口となって販売
販売価格…各2,200円（税込）

当日の興奮をまとめたダイジェスト版

記念誌・DVD/BD販売決定！

●当日は交通規制が実施されます。ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

●事故防止のため、警察官・東灘区制70周年記念だんじり巡行実行委員（以下、実行

委員）・警備員等の誘導・指示に必ず従ってください。

●観覧場所以外での立止まりや無理な通行、私有地への立入り、器物破損はやめてく

ださい。

●巡行中に一般の方の巡行コース内への立入りは禁止しております。カメラ・ビデオ撮
影等にて巡行コース内へ入られた場合、実行委員・警備員にて退場命令を勧告いた

します。

●最前列は規制線の確保に柵等を使用する場合があります。後方から押されて挟まれ

る可能性がありますので十分注意してください。また、歩道の植栽を踏まないようお

願いします。

●巡行中のだんじりへの接触は禁止いたします。また停止中であっても、だんじりの装

飾品・彫刻にお手を触れないようにお願いします。

●混雑が予想されますので、お子様連れ・妊婦・高齢者の方は十分にご注意ください。

　※保護者の方は小さいお子様から絶対に目を離さないでください
●神戸市では「神戸市ぽい捨て及び路上喫煙の防止に関する条例」（歩きたばこ禁止

条例）を施行しています。許可された場所以外での喫煙はご遠慮ください。

　※ゴミは必ずご自宅に持ち帰って処分してください
●一般の方の脚立、踏み台等を用いた観覧や撮影、ドローンをはじめとする小型無人

機を使用した撮影は事故やトラブルの原因となりますので禁止いたします。

●日傘、雨傘をさしての観覧は危険なうえ、後方からの視界を遮りますのでおやめくだ

さい。※雨天時はカッパなどをご持参ください
●手荷物、レジャーシート、その他を使用しての場所取り行為は全てのエリアで禁止と

いたします。発見次第、実行委員・警備員により随時撤去いたします。

●マスクの着用をお願いいたします。

　（熱中症予防の観点から水分補給を十分に行い、

　マスクの必要のない場面では、マスクを外すことを推奨します）

●こまめな手洗いと手指消毒をお願いいたします。

●人と適切な距離を保ちましょう。　●大声での歓声はお控えください。

●観覧しながらの飲酒・飲食はご遠慮ください。（熱中症予防のための水分補給は可）

●咽頭痛や咳、発熱等体調不良の方は、ご来場をお控えください。

当日はだんじりの巡行に伴い一部車両通行止めの交通規制が実施されます。
道路をご利用の皆さま、近隣住民の皆さまには何かとご迷惑をおかけいたしますが
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

沿道等の密集回避のため、各会場に集まっただんじりの様子を
リアルタイムで視聴頂ける会場を設置します。
だんじり巡行をご観覧の際は、下記会場にお越しください。

YouTubeチャンネル
「おかえり日本の祭り」でライブ配信

開 催 日 時

開 催 場 所

交通規制区間

通行止め区間

予想される状況

令和4年10月9日（日）9：00～18：00頃

東灘区管内

❶商船大学線国道2号線より南

❷白鴎橋から住吉小学校南（鳴尾御影線）

❸住吉小学校前国道2号線から鳴尾御影線の間

❹国道２号線住吉東町5から住吉川

❺国道2号線から阪急電鉄高架住吉川右岸

❻阪急電鉄南側道路住吉川から阪急御影駅の間

❼阪急御影駅旧バス道から弓場線阪神電鉄高架

❽御影クラッセ前から住吉公園グランド（鳴尾御影線）

❾住吉公園グランド周辺道路（グランド地車退場時）

A商船大学線国道2号線から南

B住吉小学校前国道2号線から鳴尾御影線まで

C御影クラッセ前

バス等の公共交通機関の迂回等
一般交通への全面的な規制、緊急車両を除く
（駐車場等への出入り禁止等）

……………………………8：00～  9：45

………………9：00～10：40

………10：00～12：00

……………………11：00～12：10

……………11：30～12：50

……12：10～13：30

……12：45～14：10

…13：15～14：50

……16：00～17：00

……………………………8：00～10：00

……………9：30～12：00

……………………………12：30～15：00

東灘区内のだんじり32台が一堂に会す「東灘区制70周年記念だんじり巡行」を運営し
ていくのは不安と苦労の連続です。しかし、この「東灘区制70周年記念だんじり巡行広
報誌」発刊にあたり、300件を超える企業様や商店様の応援をいただき、不安と苦労が吹
き飛ぶ思いです。
「東灘区制70周年記念だんじり巡行広報誌」は本誌に掲載されている、企業・商店様の
広告料のみにて発行しております。コロナ禍での厳しい経済情勢の中、東灘だんじり会
の趣旨にご賛同いただき、広告を掲載していただきましたこと、心より感謝申し上げます。
広報誌を手に取っていただいている方におかれましては、皆様の街の企業・商店様が多
数掲載されております、一読いただければ幸いです。
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企画・編集・発行：東灘だんじり会　後援：東灘区
詳しくは
右記HP・SNSを
ご覧ください

東灘だんじり会
公式ホームページ

東灘区制70周年記念
だんじり巡行特設サイト

東灘だんじり会
公式インスタグラム

お問い合わせ先

神戸市総合コールセンター
TEL：0570-083330　FAX：078-333-3314

西西 空空 山田山田 反高林反高林

住之江住之江 呉田呉田茶屋茶屋

10月9日令和4年 日

𠮷田𠮷田

安全にだんじり巡行を観るためのお願い

御礼申し上げます

新型コロナウィルス感染拡大防止のお願い

グッズ販売！

「サンテレビ」にて放映
11月下旬以降に放送予定

放送日は公式ホームページ・SNS
にてお知らせいたします。

テレビ放映決定！

パブリックビューイング・ライブ配信 浴衣・法被
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パブリックビューイング会場
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❶東会場
　（白鴎橋） 

❷記念式典
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❸西会場
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❹中央会場
　（住吉公園） 

❶
A

❷

❷
❸

❼
❽

❾C

B

❹

❺

❻

❼

交通規制実施図

場所 住吉小学校 校庭（入場無料）
時間 11：00～区役所前を中継、14：30～住吉公園を中継
※時間等は当日の状況により変更になる場合があります。 ※ライブ配信時間は予定です

交通規制のお知らせ

浴衣

法被

東灘区・灘区
文化魅力発信サイト
神戸だんじり

交通規制の詳細は
東灘区役所HPをご確認ください。

記念タオルも
六甲アイランド高校生のデザイン！
記念タオルも
六甲アイランド高校生のデザイン！

数量限定！数量限定！
記念タオル

（1本）

記念タオル
（1本）

当日、会場にて
販売！

当日、会場にて
販売！800円800円

税込税込税込税込

神戸市立六甲アイランド高等学校
芸術系美術・デザインコースの
生徒の皆さまが今回の
行事のためにデザインしたものです。
当日は中央会場にて
感謝状が贈呈される予定です。

（年中無休 8：00～21：00）

❶東灘区役所前からのライブ配信
　…10：30～12：00
❷住吉公園からのライブ配信
　…14：00～16：00



公益財団法人 甲南会 甲南医療センター

神戸市東灘区御影中町1丁目1-9

子どもの体操教室

外構・エクステリア施工

TEL 090（1487）0947
FAX 078（202）2999
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※交差点の時間は
　先頭の通過予定時間となります。
※交差点の時間は
　先頭の通過予定時間となります。
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東灘区制七十周年記念だんじり巡行概要

過去50周年、60周年と続けてきた一大行事、コロナ禍で2度の延期を経てようやく開催することができる今回の70周年行事では
32台のだんじりとともに老若男女が一堂に会すことにより、東灘区のより一層の活性化及び青少年の育成に尽力し

東灘区の住民に広く愛されるだんじりとなることを目指します。

図図

商
船
大
学
線（
中
野
〜
白
鴎
橋
）に

32
台
の
だ
ん
じ
り
が
集
結
。

こ
こ
か
ら
だ
ん
じ
り
巡
行
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

32
台
の
だ
ん
じ
り
が
再
集
結
。

会
場
が一体
と
な
り
鏡
開
き
な
ど
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

※地区名下の番号は白鴎橋～住吉小学校までの隊列順番です。

※地区名下の番号は
　区役所前～住吉公園までの隊列順番です。

御影 住吉 本山
本庄・
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初めての試みとして東灘区32台のだんじりを地区（本庄・𩵋﨑、本山、住吉、御影）に関係なく配置し巡行いたします。初めての試みとして東灘区32台のだんじりを地区（本庄・𩵋﨑、本山、住吉、御影）に関係なく配置し巡行いたします。
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催
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。
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催
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節
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灘
だ
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じ
り
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皆
様
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尽
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申
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と
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お
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じ
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じ
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る
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勇
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な
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か
ら
の
地
域
の

将
来
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担
う
子
ど
も
達
の
記
憶
に

色
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く
残
り
続
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る
こ
と
で
し
ょ

う
。
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に
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青
木

中
之
町

山
田

24

森

6

田
邊

茶
屋

浜
石
屋

12

中
野

西

中
御
影

18

小
路

空

2

平
野

28

北
畑

26

野
寄

4

𩵋
﨑

8

上
石
屋

10

田
中

14

弓
場

16

橫
屋

20

岡
本

22

西
靑
木

郡
家

32

深
江

北（山側）

南（海側）

東側退場 西側退場

式典終了後、区役所前で32台の
だんじりが順番に答礼を行います。

御影クラッセ前で32台のだんじりが
順番に答礼を行います。

𠮷
田
1 257 13 19

西
之
町

住
之
江

反
高
林

呉
田

西
御
影

273 9 15 21

3129

東
之
町
5 11 17 23

東灘区制七十周年記念だんじり巡行概要

過去50周年、60周年と続けてきた一大行事、コロナ禍で2度の延期を経てようやく開催することができる今回の70周年行事では
32台のだんじりとともに老若男女が一堂に会すことにより、東灘区のより一層の活性化及び青少年の育成に尽力し

東灘区の住民に広く愛されるだんじりとなることを目指します。

図図

商
船
大
学
線（
中
野
〜
白
鴎
橋
）に

32
台
の
だ
ん
じ
り
が
集
結
。

こ
こ
か
ら
だ
ん
じ
り
巡
行
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

32
台
の
だ
ん
じ
り
が
再
集
結
。

会
場
が一体
と
な
り
鏡
開
き
な
ど
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

※地区名下の番号は白鴎橋～住吉小学校までの隊列順番です。

※地区名下の番号は
　区役所前～住吉公園までの隊列順番です。

御影 住吉 本山
本庄・
𩵋﨑

初めての試みとして東灘区32台のだんじりを地区（本庄・𩵋﨑、本山、住吉、御影）に関係なく配置し巡行いたします。初めての試みとして東灘区32台のだんじりを地区（本庄・𩵋﨑、本山、住吉、御影）に関係なく配置し巡行いたします。
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不動産業務

神戸三宮

078-331-0096

酒・米・食料品・宅急便取扱

木・日

橫
屋

　
大
正
三
年
、町
制
施
行
ま
で
は
横
屋
村
で
あ
っ

た
。現
在
の
だ
ん
じ
り
は
昭
和
初
期
に
淡
路
津
名

郡
多
賀
村
よ
り
購
入
。彫
刻
の
裏
に
は
阿
波
国
大

木
連
の
名
あ
り
。江
戸
時
代
後
期
の
作
と
推
測
で

き
る
。

　
横
屋
だ
ん
じ
り
は
平
成
十
二
年
東
灘
区
制
五
〇

周
年
を
機
に
巡
行
復
活
、平
成
十
四
年
に
大
修
理
、

平
成
二
〇
年
に
地
車
庫
を
新
築
、来
年
が
巡
行
復

活
二
〇
周
年
の
記
念
事
業
。鬼
板
は
二
代
目
彫
寅
、

三
枚
板
は
辻
田
友
二
郎
。歴
史
あ
る
彫
刻
と「
横

屋
」の
勇
壮
な
だ
ん
じ
り
巡
行
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

横
屋
八
幡
神
社

𩵋
﨑

　
魚
﨑
町
は
地
区
小
学
生
に
よ

る
子
ど
も
御
輿
、弘
化
3
年
頃

作
の
子
地
車
、明
治
中
期
頃
河

内
方
面
よ
り
購
入
の
親
地
車
の

3
台
で
世
話
人
、地
区
住
民
一丸

と
な
り
、華
麗
か
つ
勇
壮
に
巡
行

致
し
ま
す
。優
美
な
飾
り
幕
、昼

提
灯
も
一度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

魚
崎
八
幡
神
社

本庄・魚崎本庄・魚崎
西
靑
木

　
西
青
木
地
車
は
明
治
中
頃
の
制
作
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。戦
後
、長
ら
く
巡
行
を
休
止
し
て
お
り
ま
し

た
が
、平
成
十
二
年
に
巡
行
を
再
開
し
現
在
に
至
って
お

り
ま
す
。令
和
二
年
に
は
全
体
の
灰
汁
洗
い
と
再
鍍
金

を
施
し
、製
作
よ
り
の
姿
を
今
も
残
し
、巡
行
し
て
お
り

ま
す
。

　「
だ
ん
じ
り
」を
中
心
と
し
老
若
男
女
が
集
い
、地
域

のつ
な
が
り
が
大
き
く
な
り
、地
域
の
活
性
化
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
世
話
人・若
仲

と
も
ど
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
住
吉
神
社

（
春
日
神
社
）

深
江

　
深
江
地
車
の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
中

期
に
遡
り
ま
す
。五
穀
豊
穣
と
大
漁
祈
願
の

象
徴
と
し
て
深
江
の
人
々
に
よって
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
20
年
の
神
戸
大
空
襲
で
先
代

の
地
車
は
焼
失
し
、今
の
地
車
が
新
調
さ
れ
た

の
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
翌
年
平
成
８
年
の

こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
高
欄
に
は
震
災
を
テ
ー
マ
に
、復
興
に

力
を
合
わ
せ
る
姿
を
動
物
で
象
徴
し
た
26
枚

の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
荷
神
社

（
大
日
霊
女
神
社
）

青
木

　
青
木
地
車
は
1
9
8
6
年
に
青
木
の
地
で

本
体
の
み
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。東
灘
近
辺

の
地
車
の
修
復
、新
調
に
携
わっ
た
故
平
間
利

夫
大
工
が
、最
初
に
手
掛
け
た
の
が
青
木
地

車
で
す
。徐
々
に
そ
の
姿
を
変
え
て
、現
在
の

姿
に
至
り
ま
す
。

　
青
木
區
の
法
被
に
は
地
名
に
由
来
の
青
亀

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。祭
礼
は
5
/
3
、

5
/
4
の
二
日
間
で
す
。機
会
が
あ
れ
ば
是

非
ご
覧
に
なって
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

稲
荷
神
社

（
八
坂
神
社
）

本山本山
中
野

　
中
野
区
は
、5
月
4
日
の
夜
に
保

久
良
神
社
の
お
旅
所
で
あ
る
鷺
宮

八
幡
神
社
へ
宮
入
り
し
ま
す
。地
域

の
皆
様
の
無
病
息
災
、家
内
安
全
を

祈
願
し
、伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
世
話
人
、若
衆
が
力
を
合

わ
せ
て
練
り
歩
き
ま
す
。ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
中
野
八
幡
宮
神
社
）

森　森区
の
初
代
だ
ん
じ
り
は
記
録
が
残
っ
て

お
ら
ず
、大
型
で
あ
っ
た
と
口
伝
の
み
伝
わって

い
ま
す
。二
代
目
は
昭
和
35
年
ま
で
曳
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、20
年
ほ
ど
中
断
し
た
後
、昭
和

55
年
に
復
活
し
、平
成
９
年
ま
で
曳
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
だ
ん
じ
り
は
三
代
目
で
、後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
毎
年
の
よ
う
に
小
改
修
を
行

い
、現
在
の
姿
に
至
って
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
協
力
し
な
が
ら
、伝
統
あ
る
だ
ん
じ

り
を
後
世
に
引
き
継
い
で
行
く
所
存
で
す
。

森
稲
荷
神
社

田
中

　
当
地
區
地
車
は
、明
治
10
年
頃
に
東
大
阪
で
製
作

さ
れ
引
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
時
の
流
れ
は
不
明
で
す
が
、兵
庫
区
の
和
田
宮
神

社
祭
礼
で
引
か
れ
て
い
た
記
録
も
残
って
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、昭
和
9
年
に
現
在
の
今
上（
き
ん
じ
ょ
う
）天

皇（
平
成
天
皇
）誕
生
に
際
し
、奉
祝
と
し
て
住
吉
地

區（
山
路
の
庄
）の
地
車
と
並
び
湊
川
神
社
ま
で
、提

灯
行
列
と
と
も
に
引
か
れ
た
歴
史
あ
る
地
車
で
す
。

　
令
和
元
年
5
月
1
日
新
元
号
奉
祝
行
事
に
参
加

し
た
と
い
う
こ
と
は
昭
和・平
成・令
和
と
三
回
も
の

時
代
の
節
目
を
経
験
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
追
伸
　
庄
内
地
車
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
の
は

大
正
、昭
和
、平
成
、新
元
号
の
四
回
）

　
今
後
も
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
田
中
地
車
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
王
神
社

北
畑

　
北
畑
地
区
は
、阪
急
岡
本
駅
北
東
の
鷺
宮

八
幡
神
社
を
中
心
と
し
、北
は
保
久
良
神
社
、

南
は
本
山
南
小
学
校
付
近
に
至
る
地
域
で

す
。古
来
よ
り「
灘
の一つ
灯
」で
知
ら
れ
る
保

久
良
神
社
の
宮
本
を
務
め
て
お
り
ま
す
。５

月
の
例
大
祭
の
ほ
か
、９
月
の
八
幡
神
社
の
祭

礼
に
も
地
車
を
巡
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
北
畑
地
車
は
神
戸
型
幕
式
で
、明
治
11
年

に
購
入
、平
成
12
年
に
改
作
し
ま
し
た
。平
成

5
年
に
は
第
二
号
幕
を
新
調
し
ま
し
た
。

保
久
良
神
社

（
鷺
宮
八
幡
宮
神
社
）

田
邊

　
我
々
田
邊
地
区
は
、地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
こ
れ
ま
で
例
大
祭
を
続

け
て
き
ま
し
た
。地
車
、地
車
小
屋

大
改
修
の
後
も
さ
ら
に
団
結
し
、祭

礼
以
外
の
奉
仕
や
地
域
行
事
に
も
携

わ
って
き
ま
し
た
。

　
本
日
、東
灘
区
制
70
周
年
記
念
巡

行
に
あ
た
り
、多
く
の
地
車
フ
ァ
ン
の

方
々
に
彫
り
の
深
い
自
慢
の
地
車
を

観
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
山
神
社
）

野
寄

　
昭
和
61
年
、地
域
の
熱
意
に
よ
り
戦
災
に

よ
る
焼
失
か
ら
41
年
振
り
に
復
活
、平
成
時

代
に
幾
多
の
大
改
修
を
終
え
、現
在
の
姿
と

なった
4
代
目
地
車
。

　
そ
の
随
所
に
は
野
寄
區
近
隣
の
名
所
旧
跡

を
描
い
た
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
寄
區
が
誇
る
自
慢
の
地
車
で
東
灘
区
制

70
周
年
を
盛
大
に
お
祝
い
し
よ
う
と
若
中
一

同
意
気
込
ん
で
い
ま
す
の
で
温
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

（
大
日
女
尊
神
社
）

岡
本

　
岡
本
區
の
地
車
曳
行
は
例
年
5
月
4
、５
日
に

行
い
ま
す
。本
住
吉
神
社
の
氏
子・庄
内
地
區
と

し
て
５
日
に
宮
入
を
行
い
ま
す
。古
く
は
江
戸
時

代
か
ら
宮
入
の
記
録
が
あ
り
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
地
區
と
な
り
ま
す
。

　
岡
本
區
の
特
徴
の一つ
し
て
、継
ぐ
駒
が
あ
り
ま

す
。坂
の
多
い
町
内
を
練
り
回
す
際
に
滑
り
止
め

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。継
ぐ
駒
は
地
車
に
携
わ

る
世
話
人
、若
仲
総
出
で
手
作
り
で
行
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
街 
東
灘
、こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史

と
伝
統
を
、こ
の
先
の
未
来
に
継
承
出
来
る
事
を

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
住
吉
神
社

小
路

　

　
小
路
区
は
保
久
良
四
地
区
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

本
山
地
区
の
東
側
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。毎

年
５
月
４
日・５
日
に
保
久
良
神
社
例
大
祭
が
行

わ
れ
、御
旅
所
に
勇
壮
な
宮
入
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
９
月
に
は
小
路
八
幡
宮
神
社
の
例
祭
で
地

車
を
巡
行
し
地
域
を
盛
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
先
代
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
あ
る

保
久
良
の
祭
り
を
後
世
に
継
承
す
べ
く
若
衆・

世
話
人
が一丸
と
なって
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
地
域
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
小
路
八
幡
宮
神
社
）

住吉住吉
空　二代

目
黒
田
正
勝
師
の
携
わ
っ
た

現
存
す
る
唯
一の
地
車
で
あ
る
。

　
こ
の
地
車
は
神
戸
型
幕
式
で
、

1
8
8
9
年（
明
治
2
2
年
）頃
、

淡
路「
大
歳
製
」で
あ
り
ま
す
。現

存
す
る
中
で
最
も
古
く
最
大
級
で

す
。空
地
区
の
皆
様
、地
車
に
触
れ

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

本
住
吉
神
社

𠮷
田

　
吉
田
区
は
、2
0
1
3
年
に
地
車
大
改
修
に
着
工

し
1
度
の
例
大
祭
を
経
て
、足
掛
け
2
年
の
月
日
を

掛
け
て
大
改
修
完
成
。

　
改
修
前
の
地
車
は
、昭
和
6
年
に
購
入
し
今
日
ま

で
幾
度
の
改
修
を
行
って
き
ま
し
た
が
、平
成
25
年
の

例
大
祭
に
絵
振
板
が
外
れ
、調
査
の
結
果
躯
体
全
体

の
劣
化
が
み
ら
れ
た
た
め
、改
修
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
吉
田
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
、古
き
よ
き
も
の
を
残

し
な
が
ら
、未
来
を
見
据
え
た
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

施
し
た
吉
田
地
車
を
皆
様
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
住
吉
神
社

山
田

　
山
田
の
お
祭
り
に
は
2
日
間
で
の
べ

9
0
0
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。老
若

男
女
が
一
緒
　
に
な
っ
て
楽
し
め
る
東

灘
区
の
伝
統
文
化「
だ
ん
じ
り
」が
、新

し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

だ
と
の
信
念
の
も
と
、山
田
若
仲
は
本

住
吉
神
社
例
大
祭
事
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、地
域
伝
統
文
化
継
承
事
業
の
た
め

一年
を
通
じ
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
住
吉
神
社

住
之
江

　
住
之
江
區
の
四
代
目
地
車
は
平
成
31

年
4
月
入
魂
完
成

大
工
　
板
谷
工
務
店・彫
刻
　
賢
申
堂・

錺
金
具
　
仁
科
旗
金
具
製
作
所・飾
り
幕

　
金
鱗・鉄
工
関
係
　
村
上
鉄
工
所
の
匠

の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
地
車
で
す
。

　
こ
の
豪
華
絢
爛
な
地
車
を
地
区
民一丸

と
な
っ
て
迫
力
の
あ
る
曳
行
を
お
こ
な
い

ま
す
。

ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

反
高
林

　
反
高
林
地
区
は
住
吉
町
の
東
南
に
位
置

し
、東
は
住
吉
川
、西
は
東
灘
郵
便
局
東
側

の
筋
、北
は
国
道
２
号
線
か
ら
南
は
六
甲
ラ

イ
ナ
ー
魚
崎
駅
の
北
側
ま
で
、と
い
う
南
北

に
細
長
い
地
区
で
す
。昔
は
人
が
住
ん
で
い

な
い
松
林
で
し
た
が
、現
在
で
は
世
帯
数
が

約
１
０
０
０
世
帯
と
な
って
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
か
ら
だ
ん
じ
り
で
祭
り
に
参

加
し
歴
史
が
浅
い
地
区
で
す
が
、地
区
民
の

大
人
と
子
ど
も
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
記
念

巡
行
を
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、温
か
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

呉
田

　
呉
田
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
1
9
4
7
年

（
昭
和
22
年
）よ
り
4
年
の
歳
月
を
か
け
大
改

修
を
行
い
、1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）に
は

屋
根・飾
金
物
を
新
調
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
前
幕
は
神
戸
型
で
は
珍
し
い
白
幕
を
用
い

て
お
り
、金
糸
と
銀
糸
で
編
み
込
ん
だ
夫
婦

龍
が
特
徴
的
で
通
称「
呉
田
の
白
幕
」と
呼
ば

れ
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。地
区
民
が

一体
と
な
り
力
強
い
運
行
を
行
い
ま
す
の
で
、

暖
か
い
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

西　西区
は
本
住
吉
神
社
の
宮
本
と
し

て
、春
期
例
大
祭
で
は一番
は
じ
め
に
宮

入
し
ま
す
。平
成
27
年
に
地
車
を
新

調
し
、は
や
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
東
灘
区
制
60
周
年
の
と
き
に
は
な

かった
地
車
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
年
々
賑
や
か
に
な
る
西
区
の
地
車
に

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

茶
屋

　
茶
屋
地
區
は
古
き
良
き
伝
統
を
守
り

つつ
、尚
且
つ
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な

が
ら
地
區
内
の
方
々
と
の
お
祭
り
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
参
加
者
も
毎
年
増
え
、よ
り
一層
の
結

束
力
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
灘
区一の
だ
ん
じ
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
、茶
屋
地
區
の
若
中
衆
に
暖
か
い
ご
声

援
を
宜
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

私たちは東灘区制七十周年記念だんじり巡行を
応援しています。
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木・日

橫
屋

　
大
正
三
年
、町
制
施
行
ま
で
は
横
屋
村
で
あ
っ

た
。現
在
の
だ
ん
じ
り
は
昭
和
初
期
に
淡
路
津
名

郡
多
賀
村
よ
り
購
入
。彫
刻
の
裏
に
は
阿
波
国
大

木
連
の
名
あ
り
。江
戸
時
代
後
期
の
作
と
推
測
で

き
る
。

　
横
屋
だ
ん
じ
り
は
平
成
十
二
年
東
灘
区
制
五
〇

周
年
を
機
に
巡
行
復
活
、平
成
十
四
年
に
大
修
理
、

平
成
二
〇
年
に
地
車
庫
を
新
築
、来
年
が
巡
行
復

活
二
〇
周
年
の
記
念
事
業
。鬼
板
は
二
代
目
彫
寅
、

三
枚
板
は
辻
田
友
二
郎
。歴
史
あ
る
彫
刻
と「
横

屋
」の
勇
壮
な
だ
ん
じ
り
巡
行
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

横
屋
八
幡
神
社

𩵋
﨑

　
魚
﨑
町
は
地
区
小
学
生
に
よ

る
子
ど
も
御
輿
、弘
化
3
年
頃

作
の
子
地
車
、明
治
中
期
頃
河

内
方
面
よ
り
購
入
の
親
地
車
の

3
台
で
世
話
人
、地
区
住
民
一丸

と
な
り
、華
麗
か
つ
勇
壮
に
巡
行

致
し
ま
す
。優
美
な
飾
り
幕
、昼

提
灯
も
一度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

魚
崎
八
幡
神
社

本庄・魚崎本庄・魚崎
西
靑
木

　
西
青
木
地
車
は
明
治
中
頃
の
制
作
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。戦
後
、長
ら
く
巡
行
を
休
止
し
て
お
り
ま
し

た
が
、平
成
十
二
年
に
巡
行
を
再
開
し
現
在
に
至
って
お

り
ま
す
。令
和
二
年
に
は
全
体
の
灰
汁
洗
い
と
再
鍍
金

を
施
し
、製
作
よ
り
の
姿
を
今
も
残
し
、巡
行
し
て
お
り

ま
す
。

　「
だ
ん
じ
り
」を
中
心
と
し
老
若
男
女
が
集
い
、地
域

のつ
な
が
り
が
大
き
く
な
り
、地
域
の
活
性
化
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
世
話
人・若
仲

と
も
ど
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
住
吉
神
社

（
春
日
神
社
）

深
江

　
深
江
地
車
の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
中

期
に
遡
り
ま
す
。五
穀
豊
穣
と
大
漁
祈
願
の

象
徴
と
し
て
深
江
の
人
々
に
よって
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
20
年
の
神
戸
大
空
襲
で
先
代

の
地
車
は
焼
失
し
、今
の
地
車
が
新
調
さ
れ
た

の
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
翌
年
平
成
８
年
の

こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
高
欄
に
は
震
災
を
テ
ー
マ
に
、復
興
に

力
を
合
わ
せ
る
姿
を
動
物
で
象
徴
し
た
26
枚

の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
荷
神
社

（
大
日
霊
女
神
社
）

青
木

　
青
木
地
車
は
1
9
8
6
年
に
青
木
の
地
で

本
体
の
み
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。東
灘
近
辺

の
地
車
の
修
復
、新
調
に
携
わっ
た
故
平
間
利

夫
大
工
が
、最
初
に
手
掛
け
た
の
が
青
木
地

車
で
す
。徐
々
に
そ
の
姿
を
変
え
て
、現
在
の

姿
に
至
り
ま
す
。

　
青
木
區
の
法
被
に
は
地
名
に
由
来
の
青
亀

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。祭
礼
は
5
/
3
、

5
/
4
の
二
日
間
で
す
。機
会
が
あ
れ
ば
是

非
ご
覧
に
なって
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

稲
荷
神
社

（
八
坂
神
社
）

本山本山
中
野

　
中
野
区
は
、5
月
4
日
の
夜
に
保

久
良
神
社
の
お
旅
所
で
あ
る
鷺
宮

八
幡
神
社
へ
宮
入
り
し
ま
す
。地
域

の
皆
様
の
無
病
息
災
、家
内
安
全
を

祈
願
し
、伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
世
話
人
、若
衆
が
力
を
合

わ
せ
て
練
り
歩
き
ま
す
。ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
中
野
八
幡
宮
神
社
）

森　森区
の
初
代
だ
ん
じ
り
は
記
録
が
残
っ
て

お
ら
ず
、大
型
で
あ
っ
た
と
口
伝
の
み
伝
わって

い
ま
す
。二
代
目
は
昭
和
35
年
ま
で
曳
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、20
年
ほ
ど
中
断
し
た
後
、昭
和

55
年
に
復
活
し
、平
成
９
年
ま
で
曳
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
だ
ん
じ
り
は
三
代
目
で
、後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
毎
年
の
よ
う
に
小
改
修
を
行

い
、現
在
の
姿
に
至
って
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
協
力
し
な
が
ら
、伝
統
あ
る
だ
ん
じ

り
を
後
世
に
引
き
継
い
で
行
く
所
存
で
す
。

森
稲
荷
神
社

田
中

　
当
地
區
地
車
は
、明
治
10
年
頃
に
東
大
阪
で
製
作

さ
れ
引
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
時
の
流
れ
は
不
明
で
す
が
、兵
庫
区
の
和
田
宮
神

社
祭
礼
で
引
か
れ
て
い
た
記
録
も
残
って
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、昭
和
9
年
に
現
在
の
今
上（
き
ん
じ
ょ
う
）天

皇（
平
成
天
皇
）誕
生
に
際
し
、奉
祝
と
し
て
住
吉
地

區（
山
路
の
庄
）の
地
車
と
並
び
湊
川
神
社
ま
で
、提

灯
行
列
と
と
も
に
引
か
れ
た
歴
史
あ
る
地
車
で
す
。

　
令
和
元
年
5
月
1
日
新
元
号
奉
祝
行
事
に
参
加

し
た
と
い
う
こ
と
は
昭
和・平
成・令
和
と
三
回
も
の

時
代
の
節
目
を
経
験
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
追
伸
　
庄
内
地
車
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
の
は

大
正
、昭
和
、平
成
、新
元
号
の
四
回
）

　
今
後
も
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
田
中
地
車
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
王
神
社

北
畑

　
北
畑
地
区
は
、阪
急
岡
本
駅
北
東
の
鷺
宮

八
幡
神
社
を
中
心
と
し
、北
は
保
久
良
神
社
、

南
は
本
山
南
小
学
校
付
近
に
至
る
地
域
で

す
。古
来
よ
り「
灘
の一つ
灯
」で
知
ら
れ
る
保

久
良
神
社
の
宮
本
を
務
め
て
お
り
ま
す
。５

月
の
例
大
祭
の
ほ
か
、９
月
の
八
幡
神
社
の
祭

礼
に
も
地
車
を
巡
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
北
畑
地
車
は
神
戸
型
幕
式
で
、明
治
11
年

に
購
入
、平
成
12
年
に
改
作
し
ま
し
た
。平
成

5
年
に
は
第
二
号
幕
を
新
調
し
ま
し
た
。

保
久
良
神
社

（
鷺
宮
八
幡
宮
神
社
）

田
邊

　
我
々
田
邊
地
区
は
、地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
こ
れ
ま
で
例
大
祭
を
続

け
て
き
ま
し
た
。地
車
、地
車
小
屋

大
改
修
の
後
も
さ
ら
に
団
結
し
、祭

礼
以
外
の
奉
仕
や
地
域
行
事
に
も
携

わ
って
き
ま
し
た
。

　
本
日
、東
灘
区
制
70
周
年
記
念
巡

行
に
あ
た
り
、多
く
の
地
車
フ
ァ
ン
の

方
々
に
彫
り
の
深
い
自
慢
の
地
車
を

観
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
山
神
社
）

野
寄

　
昭
和
61
年
、地
域
の
熱
意
に
よ
り
戦
災
に

よ
る
焼
失
か
ら
41
年
振
り
に
復
活
、平
成
時

代
に
幾
多
の
大
改
修
を
終
え
、現
在
の
姿
と

なった
4
代
目
地
車
。

　
そ
の
随
所
に
は
野
寄
區
近
隣
の
名
所
旧
跡

を
描
い
た
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
寄
區
が
誇
る
自
慢
の
地
車
で
東
灘
区
制

70
周
年
を
盛
大
に
お
祝
い
し
よ
う
と
若
中
一

同
意
気
込
ん
で
い
ま
す
の
で
温
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

（
大
日
女
尊
神
社
）

岡
本

　
岡
本
區
の
地
車
曳
行
は
例
年
5
月
4
、５
日
に

行
い
ま
す
。本
住
吉
神
社
の
氏
子・庄
内
地
區
と

し
て
５
日
に
宮
入
を
行
い
ま
す
。古
く
は
江
戸
時

代
か
ら
宮
入
の
記
録
が
あ
り
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
地
區
と
な
り
ま
す
。

　
岡
本
區
の
特
徴
の一つ
し
て
、継
ぐ
駒
が
あ
り
ま

す
。坂
の
多
い
町
内
を
練
り
回
す
際
に
滑
り
止
め

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。継
ぐ
駒
は
地
車
に
携
わ

る
世
話
人
、若
仲
総
出
で
手
作
り
で
行
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
街 

東
灘
、こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史

と
伝
統
を
、こ
の
先
の
未
来
に
継
承
出
来
る
事
を

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
住
吉
神
社

小
路

　

　
小
路
区
は
保
久
良
四
地
区
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

本
山
地
区
の
東
側
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。毎

年
５
月
４
日・５
日
に
保
久
良
神
社
例
大
祭
が
行

わ
れ
、御
旅
所
に
勇
壮
な
宮
入
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
９
月
に
は
小
路
八
幡
宮
神
社
の
例
祭
で
地

車
を
巡
行
し
地
域
を
盛
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
先
代
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
あ
る

保
久
良
の
祭
り
を
後
世
に
継
承
す
べ
く
若
衆・

世
話
人
が一丸
と
なって
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
地
域
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
久
良
神
社

（
小
路
八
幡
宮
神
社
）

住吉住吉
空　二代

目
黒
田
正
勝
師
の
携
わ
っ
た

現
存
す
る
唯
一の
地
車
で
あ
る
。

　
こ
の
地
車
は
神
戸
型
幕
式
で
、

1
8
8
9
年（
明
治
2
2
年
）頃
、

淡
路「
大
歳
製
」で
あ
り
ま
す
。現

存
す
る
中
で
最
も
古
く
最
大
級
で

す
。空
地
区
の
皆
様
、地
車
に
触
れ

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

本
住
吉
神
社

𠮷
田

　
吉
田
区
は
、2
0
1
3
年
に
地
車
大
改
修
に
着
工

し
1
度
の
例
大
祭
を
経
て
、足
掛
け
2
年
の
月
日
を

掛
け
て
大
改
修
完
成
。

　
改
修
前
の
地
車
は
、昭
和
6
年
に
購
入
し
今
日
ま

で
幾
度
の
改
修
を
行
って
き
ま
し
た
が
、平
成
25
年
の

例
大
祭
に
絵
振
板
が
外
れ
、調
査
の
結
果
躯
体
全
体

の
劣
化
が
み
ら
れ
た
た
め
、改
修
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
吉
田
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
、古
き
よ
き
も
の
を
残

し
な
が
ら
、未
来
を
見
据
え
た
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

施
し
た
吉
田
地
車
を
皆
様
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
住
吉
神
社

山
田

　
山
田
の
お
祭
り
に
は
2
日
間
で
の
べ

9
0
0
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。老
若

男
女
が
一
緒
　
に
な
っ
て
楽
し
め
る
東

灘
区
の
伝
統
文
化「
だ
ん
じ
り
」が
、新

し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

だ
と
の
信
念
の
も
と
、山
田
若
仲
は
本

住
吉
神
社
例
大
祭
事
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、地
域
伝
統
文
化
継
承
事
業
の
た
め

一年
を
通
じ
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
住
吉
神
社

住
之
江

　
住
之
江
區
の
四
代
目
地
車
は
平
成
31

年
4
月
入
魂
完
成

大
工
　
板
谷
工
務
店・彫
刻
　
賢
申
堂・

錺
金
具
　
仁
科
旗
金
具
製
作
所・飾
り
幕

　
金
鱗・鉄
工
関
係
　
村
上
鉄
工
所
の
匠

の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
地
車
で
す
。

　
こ
の
豪
華
絢
爛
な
地
車
を
地
区
民一丸

と
な
っ
て
迫
力
の
あ
る
曳
行
を
お
こ
な
い

ま
す
。

ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

反
高
林

　
反
高
林
地
区
は
住
吉
町
の
東
南
に
位
置

し
、東
は
住
吉
川
、西
は
東
灘
郵
便
局
東
側

の
筋
、北
は
国
道
２
号
線
か
ら
南
は
六
甲
ラ

イ
ナ
ー
魚
崎
駅
の
北
側
ま
で
、と
い
う
南
北

に
細
長
い
地
区
で
す
。昔
は
人
が
住
ん
で
い

な
い
松
林
で
し
た
が
、現
在
で
は
世
帯
数
が

約
１
０
０
０
世
帯
と
な
って
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
か
ら
だ
ん
じ
り
で
祭
り
に
参

加
し
歴
史
が
浅
い
地
区
で
す
が
、地
区
民
の

大
人
と
子
ど
も
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
記
念

巡
行
を
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、温
か
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

呉
田

　
呉
田
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
1
9
4
7
年

（
昭
和
22
年
）よ
り
4
年
の
歳
月
を
か
け
大
改

修
を
行
い
、1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）に
は

屋
根・飾
金
物
を
新
調
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
前
幕
は
神
戸
型
で
は
珍
し
い
白
幕
を
用
い

て
お
り
、金
糸
と
銀
糸
で
編
み
込
ん
だ
夫
婦

龍
が
特
徴
的
で
通
称「
呉
田
の
白
幕
」と
呼
ば

れ
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。地
区
民
が

一体
と
な
り
力
強
い
運
行
を
行
い
ま
す
の
で
、

暖
か
い
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

西　西区
は
本
住
吉
神
社
の
宮
本
と
し

て
、春
期
例
大
祭
で
は一番
は
じ
め
に
宮

入
し
ま
す
。平
成
27
年
に
地
車
を
新

調
し
、は
や
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
東
灘
区
制
60
周
年
の
と
き
に
は
な

かった
地
車
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
年
々
賑
や
か
に
な
る
西
区
の
地
車
に

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

茶
屋

　
茶
屋
地
區
は
古
き
良
き
伝
統
を
守
り

つつ
、尚
且
つ
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な

が
ら
地
區
内
の
方
々
と
の
お
祭
り
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
参
加
者
も
毎
年
増
え
、よ
り
一層
の
結

束
力
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
灘
区一の
だ
ん
じ
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
、茶
屋
地
區
の
若
中
衆
に
暖
か
い
ご
声

援
を
宜
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

本
住
吉
神
社

私たちは東灘区制七十周年記念だんじり巡行を
応援しています。
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御影御影
西
御
影

　
私
た
ち
西
御
影
は「
華
麗
に
」「
優
雅
に
」

「
全
力
で
」を
モッ
ト
ー
と
し
、日
々
努
力
を
積

み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。今
ま
で
の
慣
習
を

後
世
へ
継
承
し
な
が
ら
も
、新
し
い
風
を
取
り

込
み
、50
年
後
、100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ
る

祭
り
を
続
け
る
べ
く
、今
も
な
お
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。

　「
世
代
を
超
え
た
絆
」で
結
ば
れ
た
力
強
い

練
り
廻
し
に
、皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。

弓
弦
羽
神
社

上
石
屋

　
上
石
屋
の
地
車
は
、昭
和
58
年
4
月
に
大

工・有
居
孝
充
、彫
師・甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子

供
地
車
と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に

て
誕
生
。そ
の
あ
と
後
ろ
の
飾
幕
を
太
鼓
正
に

て
、前
の
飾
幕
を
絹
光
工
房
に
て
新
調
、又
高

さ
を
約
30
セ
ン
チ
大
き
く
す
る
。更
に
令
和
二

年
に
コマ
を
新
調
す
る
と
共
に
、装
飾
を
刷
新

し
現
在
に
至
って
い
る
。

　
綱
敷
天
満
神
社
祭
に
町
内
を
巡
行
。上
石

屋
の
地
車
は
子
供
が
お
は
や
し
を
た
た
き
屋

根
で
踊
り
ま
す
の
で
是
非一度
ご
覧
下
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

西
之
町

　
昭
和
3
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調

さ
れ
ま
し
た
。神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛

け
る
彫
師
開
正
藤
の
自
信
作
で
す
。黒

檀
を
多
用
し
た
見
た
目
以
上
に
重
量

の
あ
る
地
車
で
す
が
彫
物
の
精
緻
さ
は

一見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。地
車
が
停

ま
って
い
る
時
に
で
も
是
非
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
弓
弦
羽
神
社
で
は
重
量
感
あ

ふ
れ
る
宮
入
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町

　
中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、女
屋
根
の
破
風

全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺
金
具
。

　
ま
た
、彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻「
川
原
啓

秀
」作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、阿
吽
の
麒
麟
、泥
幕
の

後
ろ
に
は「
加
藤
清
正
虎
退
治
」が
観
音
開
き
の
細

工
を
取
り
入
れ
、欅一枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。淡

路
の
名
工「
梶
内
嘉
三
、純
治
」作
の
純
金
糸
を
使
用

し
た
豪
華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩
な
細
工
が
満
載
で

す
。5
月
3
日
地
車
巡
行
、4
日
宮
入
に
は
是
非
中

之
町
地
車
を
ご
覧
に
なって
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影

　
中
御
影
地
区
は
、阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
J
R

ま
で
の
中
町
１
〜
４
丁
目
で
あ
り
、提
灯
の「
柳
」

の
名
は
、そ
の
昔
町
内
を
流
れ
て
い
た「
柳
川
」に

由
来
す
る
旧
地
名
を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
名
工
大
佐
に
よ

り
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、幾
度
の
改
修
を
重
ね

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
華
美
過
ぎ
ず
白
木
を
活
か
し
た
落
ち
着
い
た

造
り
で
、飾
幕
を
求
め
な
い
正
面
数
体
の
龍
の
彫

物
が
特
徴
で
す
。

弓
弦
羽
神
社

東
之
町

　
そ
の
昔
、遡
る
こ
と
1
6
2
年
。摂
津
の
國
御
影
村
に
生

ま
れ
た
教
育
者
、世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る『
嘉
納
治
五

郎
』は
東
之
町
が
生
誕
の
地
。当
時
も
目
に
し
た
郡
家
の
宮

の
だ
ん
じ
り
祭
。形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意
気
は
先
人

譲
り
。奇
し
く
も
治
五
郎
没
後
84
年
の
命
日
は
、５
月
４
日

の
本
祭
り
。意
気
と
粋
が
絡
み
合
う
て
の
此
の
祭
り
。１
に

氏
神
、２
に
氏
子
、３
、４
が
無
く
て
５
に
地
車
。こ
う
し
て

祭
が
出
来
る
の
も
、先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。御
影
の
空
に

轟
き
渡
り
、天
高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。老
い
も
若
き
も一つ

に
な
り
て
、感
謝
の
気
持
ち
と
、商
売
繁
盛・町
内
安
全
を

祈
願
し
て
、東
之
町
の
祝
い
巡
行
で
す
。

《
弓
弦
羽
神
社
参
道
に
は「
享
保
十
五
年
庚
戌
歳 

九
月
十

五
日 

御
影
東
町
若
者
中
」と
刻
さ
れ
た
常
夜
灯
が
残
る
》

弓
弦
羽
神
社

浜
石
屋

　
浜
石
屋
地
区
は
、阪
神
石
屋
川
駅
を
中
心
に

海
手
か
ら
国
道
２
号
線
ま
で
の
地
域
で
す
。御
影

綱
敷
天
満
神
社
の
氏
子
と
し
て
、例
年
天
神
さ
ん

の
日
で
あ
る
５
月
25
日
に
近
い
土
日
に
祭
礼
が
行

わ
れ
ま
す
。祭
礼
で
は
、鮮
や
か
な
緑
に
赤
の
梅

鉢
紋
が
映
え
る
装
束
に
身
を
や
つ
し
て
勇
壮
に

宮
入
を
行
い
ま
す
。一昨
年
、半
世
紀
ぶ
り
に
地
車

小
屋
を
新
調
し
、今
年
は
コ
ロ
ナ
退
散
の
願
い
も

込
め
て
気
持
ち
も
新
た
に
宮
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
浜
石
屋
だ
ん
じ
り
を
ご
贔
屓
に
。

綱
敷
天
満
神
社

東
明

　
東
明
の
だ
ん
じ
り
は
2
年
前
に
昼
提

灯
を
新
調
し
、今
年
の
春
よ
う
や
く
御

披
露
目
巡
行
出
来
ま
し
た
。

祭
り
の
考
え
方
は
、「
だ
ん
じ
り
に
参
加

し
て
い
る
人
」「
見
て
い
る
人
」「
裏
方
の

人
」す
べ
て
の
人
々
が『
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
お
祭
り
』を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

毎
年
執
り
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た

『
お
祭
り
』を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

東
明
八
幡
神
社

平
野

　
2
0
2
0
年
完
成
の
当
地
区
三
代
目
と
な
る

新
調
地
車
は
、先
代
地
車
を
継
承
し
た
純
神
戸

型
の
神
楽
造
り
。破
風
の
曲
線
美
、桁
や
鳥
衾
、箱

棟
に
も
使
用
し
た
黒
檀
と
欅
の
コン
ト
ラ
ス
ト
。

　
精
工
か
つ
躍
動
感
の
あ
る
彫
刻
は
題
材
に
も
熟

慮
を
重
ね
、地
元
に
ち
な
ん
だ
逸
話
や
、後
世
に

語
り
継
ぎ
た
い
教
訓
も
多
数
取
り
入
れ
、我
々
の

悲
願
と
夢
が
、匠
の
技
と
心
意
気
に
よって
、そ
の

ま
ま
表
現
さ
れ
た
だ
ん
じ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
灘
区
制
70
周
年
記
念
だ
ん
じ
り
巡
行
で
は
、

多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場

　
弓
場
の
地
車
は
、約
1
3
0
年
前
に
住

ん
で
い
た
御
影
の
大
地
主
、奥
田
栄
吉
が

町
の
た
め
に
淡
路
よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自

分
の
母
屋
に
住
ま
わ
せ
御
影
の
浜
で
作
ら

せ
た
も
の
で
す
。特
徴
と
し
て
屋
根
の
上

で
の
舞
が
独
自
で
す
。こ
れ
は
花
広
さ
ん

が
昭
和
30
年
頃
よ
り
、は
じ
め
ら
れ
た
の

が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

紙
吹
雪・蜘
蛛
の
糸
な
ど
華
麗
な
舞
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

郡
家

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫

師
、彫
寅
こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢
の
地

車
で
す
。

　
弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、誇
り
を
も
って

役
員・若
中・婦
人
部
、ま
た
地
域
力
を
合
わ
せ

て
地
車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
に
は「
郡
家
伝
統
文
化
会
館
」も

完
成
し
、さ
ら
な
る
気
持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る
祭

り
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
深
く
広
が
る
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や
鐘
の
響
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社
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御影御影
西
御
影

　
私
た
ち
西
御
影
は「
華
麗
に
」「
優
雅
に
」

「
全
力
で
」を
モッ
ト
ー
と
し
、日
々
努
力
を
積

み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。今
ま
で
の
慣
習
を

後
世
へ
継
承
し
な
が
ら
も
、新
し
い
風
を
取
り

込
み
、50
年
後
、100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ
る

祭
り
を
続
け
る
べ
く
、今
も
な
お
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。

　「
世
代
を
超
え
た
絆
」で
結
ば
れ
た
力
強
い

練
り
廻
し
に
、皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。

弓
弦
羽
神
社

上
石
屋

　
上
石
屋
の
地
車
は
、昭
和
58
年
4
月
に
大

工・有
居
孝
充
、彫
師・甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子

供
地
車
と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に

て
誕
生
。そ
の
あ
と
後
ろ
の
飾
幕
を
太
鼓
正
に

て
、前
の
飾
幕
を
絹
光
工
房
に
て
新
調
、又
高

さ
を
約
30
セ
ン
チ
大
き
く
す
る
。更
に
令
和
二

年
に
コマ
を
新
調
す
る
と
共
に
、装
飾
を
刷
新

し
現
在
に
至
って
い
る
。

　
綱
敷
天
満
神
社
祭
に
町
内
を
巡
行
。上
石

屋
の
地
車
は
子
供
が
お
は
や
し
を
た
た
き
屋

根
で
踊
り
ま
す
の
で
是
非一度
ご
覧
下
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

西
之
町

　
昭
和
3
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調

さ
れ
ま
し
た
。神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛

け
る
彫
師
開
正
藤
の
自
信
作
で
す
。黒

檀
を
多
用
し
た
見
た
目
以
上
に
重
量

の
あ
る
地
車
で
す
が
彫
物
の
精
緻
さ
は

一見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。地
車
が
停

ま
って
い
る
時
に
で
も
是
非
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
弓
弦
羽
神
社
で
は
重
量
感
あ

ふ
れ
る
宮
入
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町

　
中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、女
屋
根
の
破
風

全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺
金
具
。

　
ま
た
、彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻「
川
原
啓

秀
」作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、阿
吽
の
麒
麟
、泥
幕
の

後
ろ
に
は「
加
藤
清
正
虎
退
治
」が
観
音
開
き
の
細

工
を
取
り
入
れ
、欅一枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。淡

路
の
名
工「
梶
内
嘉
三
、純
治
」作
の
純
金
糸
を
使
用

し
た
豪
華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩
な
細
工
が
満
載
で

す
。5
月
3
日
地
車
巡
行
、4
日
宮
入
に
は
是
非
中

之
町
地
車
を
ご
覧
に
なって
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影

　
中
御
影
地
区
は
、阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
J
R

ま
で
の
中
町
１
〜
４
丁
目
で
あ
り
、提
灯
の「
柳
」

の
名
は
、そ
の
昔
町
内
を
流
れ
て
い
た「
柳
川
」に

由
来
す
る
旧
地
名
を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
名
工
大
佐
に
よ

り
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、幾
度
の
改
修
を
重
ね

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
華
美
過
ぎ
ず
白
木
を
活
か
し
た
落
ち
着
い
た

造
り
で
、飾
幕
を
求
め
な
い
正
面
数
体
の
龍
の
彫

物
が
特
徴
で
す
。

弓
弦
羽
神
社

東
之
町

　
そ
の
昔
、遡
る
こ
と
1
6
2
年
。摂
津
の
國
御
影
村
に
生

ま
れ
た
教
育
者
、世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る『
嘉
納
治
五

郎
』は
東
之
町
が
生
誕
の
地
。当
時
も
目
に
し
た
郡
家
の
宮

の
だ
ん
じ
り
祭
。形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意
気
は
先
人

譲
り
。奇
し
く
も
治
五
郎
没
後
84
年
の
命
日
は
、５
月
４
日

の
本
祭
り
。意
気
と
粋
が
絡
み
合
う
て
の
此
の
祭
り
。１
に

氏
神
、２
に
氏
子
、３
、４
が
無
く
て
５
に
地
車
。こ
う
し
て

祭
が
出
来
る
の
も
、先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。御
影
の
空
に

轟
き
渡
り
、天
高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。老
い
も
若
き
も一つ

に
な
り
て
、感
謝
の
気
持
ち
と
、商
売
繁
盛・町
内
安
全
を

祈
願
し
て
、東
之
町
の
祝
い
巡
行
で
す
。

《
弓
弦
羽
神
社
参
道
に
は「
享
保
十
五
年
庚
戌
歳 

九
月
十

五
日 

御
影
東
町
若
者
中
」と
刻
さ
れ
た
常
夜
灯
が
残
る
》

弓
弦
羽
神
社

浜
石
屋

　
浜
石
屋
地
区
は
、阪
神
石
屋
川
駅
を
中
心
に

海
手
か
ら
国
道
２
号
線
ま
で
の
地
域
で
す
。御
影

綱
敷
天
満
神
社
の
氏
子
と
し
て
、例
年
天
神
さ
ん

の
日
で
あ
る
５
月
25
日
に
近
い
土
日
に
祭
礼
が
行

わ
れ
ま
す
。祭
礼
で
は
、鮮
や
か
な
緑
に
赤
の
梅

鉢
紋
が
映
え
る
装
束
に
身
を
や
つ
し
て
勇
壮
に

宮
入
を
行
い
ま
す
。一昨
年
、半
世
紀
ぶ
り
に
地
車

小
屋
を
新
調
し
、今
年
は
コ
ロ
ナ
退
散
の
願
い
も

込
め
て
気
持
ち
も
新
た
に
宮
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
浜
石
屋
だ
ん
じ
り
を
ご
贔
屓
に
。

綱
敷
天
満
神
社

東
明

　
東
明
の
だ
ん
じ
り
は
2
年
前
に
昼
提

灯
を
新
調
し
、今
年
の
春
よ
う
や
く
御

披
露
目
巡
行
出
来
ま
し
た
。

祭
り
の
考
え
方
は
、「
だ
ん
じ
り
に
参
加

し
て
い
る
人
」「
見
て
い
る
人
」「
裏
方
の

人
」す
べ
て
の
人
々
が『
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
お
祭
り
』を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

毎
年
執
り
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た

『
お
祭
り
』を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

東
明
八
幡
神
社

平
野

　
2
0
2
0
年
完
成
の
当
地
区
三
代
目
と
な
る

新
調
地
車
は
、先
代
地
車
を
継
承
し
た
純
神
戸

型
の
神
楽
造
り
。破
風
の
曲
線
美
、桁
や
鳥
衾
、箱

棟
に
も
使
用
し
た
黒
檀
と
欅
の
コン
ト
ラ
ス
ト
。

　
精
工
か
つ
躍
動
感
の
あ
る
彫
刻
は
題
材
に
も
熟

慮
を
重
ね
、地
元
に
ち
な
ん
だ
逸
話
や
、後
世
に

語
り
継
ぎ
た
い
教
訓
も
多
数
取
り
入
れ
、我
々
の

悲
願
と
夢
が
、匠
の
技
と
心
意
気
に
よって
、そ
の

ま
ま
表
現
さ
れ
た
だ
ん
じ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
灘
区
制
70
周
年
記
念
だ
ん
じ
り
巡
行
で
は
、

多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場

　
弓
場
の
地
車
は
、約
1
3
0
年
前
に
住

ん
で
い
た
御
影
の
大
地
主
、奥
田
栄
吉
が

町
の
た
め
に
淡
路
よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自

分
の
母
屋
に
住
ま
わ
せ
御
影
の
浜
で
作
ら

せ
た
も
の
で
す
。特
徴
と
し
て
屋
根
の
上

で
の
舞
が
独
自
で
す
。こ
れ
は
花
広
さ
ん

が
昭
和
30
年
頃
よ
り
、は
じ
め
ら
れ
た
の

が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

紙
吹
雪・蜘
蛛
の
糸
な
ど
華
麗
な
舞
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

郡
家

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫

師
、彫
寅
こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢
の
地

車
で
す
。

　
弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、誇
り
を
も
って

役
員・若
中・婦
人
部
、ま
た
地
域
力
を
合
わ
せ

て
地
車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
に
は「
郡
家
伝
統
文
化
会
館
」も

完
成
し
、さ
ら
な
る
気
持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る
祭

り
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
深
く
広
が
る
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や
鐘
の
響
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社



販売開始…12月上旬（予定）
販売場所…参加地区内商店、公式HP、
　　　　　参加地区が窓口となって販売
販売価格…各2,200円（税込）

当日の興奮をまとめたダイジェスト版

記念誌・DVD/BD販売決定！

●当日は交通規制が実施されます。ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

●事故防止のため、警察官・東灘区制70周年記念だんじり巡行実行委員（以下、実行

委員）・警備員等の誘導・指示に必ず従ってください。

●観覧場所以外での立止まりや無理な通行、私有地への立入り、器物破損はやめてく

ださい。

●巡行中に一般の方の巡行コース内への立入りは禁止しております。カメラ・ビデオ撮
影等にて巡行コース内へ入られた場合、実行委員・警備員にて退場命令を勧告いた

します。

●最前列は規制線の確保に柵等を使用する場合があります。後方から押されて挟まれ

る可能性がありますので十分注意してください。また、歩道の植栽を踏まないようお

願いします。

●巡行中のだんじりへの接触は禁止いたします。また停止中であっても、だんじりの装

飾品・彫刻にお手を触れないようにお願いします。

●混雑が予想されますので、お子様連れ・妊婦・高齢者の方は十分にご注意ください。

　※保護者の方は小さいお子様から絶対に目を離さないでください
●神戸市では「神戸市ぽい捨て及び路上喫煙の防止に関する条例」（歩きたばこ禁止

条例）を施行しています。許可された場所以外での喫煙はご遠慮ください。

　※ゴミは必ずご自宅に持ち帰って処分してください
●一般の方の脚立、踏み台等を用いた観覧や撮影、ドローンをはじめとする小型無人

機を使用した撮影は事故やトラブルの原因となりますので禁止いたします。

●日傘、雨傘をさしての観覧は危険なうえ、後方からの視界を遮りますのでおやめくだ

さい。※雨天時はカッパなどをご持参ください
●手荷物、レジャーシート、その他を使用しての場所取り行為は全てのエリアで禁止と

いたします。発見次第、実行委員・警備員により随時撤去いたします。

●マスクの着用をお願いいたします。

　（熱中症予防の観点から水分補給を十分に行い、

　マスクの必要のない場面では、マスクを外すことを推奨します）

●こまめな手洗いと手指消毒をお願いいたします。

●人と適切な距離を保ちましょう。　●大声での歓声はお控えください。

●観覧しながらの飲酒・飲食はご遠慮ください。（熱中症予防のための水分補給は可）

●咽頭痛や咳、発熱等体調不良の方は、ご来場をお控えください。

当日はだんじりの巡行に伴い一部車両通行止めの交通規制が実施されます。
道路をご利用の皆さま、近隣住民の皆さまには何かとご迷惑をおかけいたしますが
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

沿道等の密集回避のため、各会場に集まっただんじりの様子を
リアルタイムで視聴頂ける会場を設置します。
だんじり巡行をご観覧の際は、下記会場にお越しください。

YouTubeチャンネル
「おかえり日本の祭り」でライブ配信

開 催 日 時

開 催 場 所

交通規制区間

通行止め区間

予想される状況

令和4年10月9日（日）9：00～18：00頃

東灘区管内

❶商船大学線国道2号線より南

❷白鴎橋から住吉小学校南（鳴尾御影線）

❸住吉小学校前国道2号線から鳴尾御影線の間

❹国道２号線住吉東町5から住吉川

❺国道2号線から阪急電鉄高架住吉川右岸

❻阪急電鉄南側道路住吉川から阪急御影駅の間

❼阪急御影駅旧バス道から弓場線阪神電鉄高架

❽御影クラッセ前から住吉公園グランド（鳴尾御影線）

❾住吉公園グランド周辺道路（グランド地車退場時）

A商船大学線国道2号線から南

B住吉小学校前国道2号線から鳴尾御影線まで

C御影クラッセ前

バス等の公共交通機関の迂回等
一般交通への全面的な規制、緊急車両を除く
（駐車場等への出入り禁止等）

……………………………8：00～  9：45

………………9：00～10：40

………10：00～12：00

……………………11：00～12：10

……………11：30～12：50

……12：10～13：30

……12：45～14：10

…13：15～14：50

……16：00～17：00

……………………………8：00～10：00

……………9：30～12：00

……………………………12：30～15：00

東灘区内のだんじり32台が一堂に会す「東灘区制70周年記念だんじり巡行」を運営し
ていくのは不安と苦労の連続です。しかし、この「東灘区制70周年記念だんじり巡行広
報誌」発刊にあたり、300件を超える企業様や商店様の応援をいただき、不安と苦労が吹
き飛ぶ思いです。
「東灘区制70周年記念だんじり巡行広報誌」は本誌に掲載されている、企業・商店様の
広告料のみにて発行しております。コロナ禍での厳しい経済情勢の中、東灘だんじり会
の趣旨にご賛同いただき、広告を掲載していただきましたこと、心より感謝申し上げます。
広報誌を手に取っていただいている方におかれましては、皆様の街の企業・商店様が多
数掲載されております、一読いただければ幸いです。

平野平野

深江深江

岡本岡本 小路小路 森森 中野中野

田中田中 田邊田邊 北畑北畑 野寄野寄

弓場弓場 郡家郡家 上石屋上石屋 西御影西御影

西之町西之町

橫屋橫屋

𩵋﨑𩵋﨑

中御影中御影 中之町中之町

東之町東之町 東明東明 浜石屋浜石屋

西靑木西靑木 青木青木

東
灘
区
内
三
十
二
台
集
結

東
灘
区
内
三
十
二
台
集
結

企画・編集・発行：東灘だんじり会　後援：東灘区
詳しくは
右記HP・SNSを
ご覧ください

東灘だんじり会
公式ホームページ

東灘区制70周年記念
だんじり巡行特設サイト

東灘だんじり会
公式インスタグラム

お問い合わせ先

神戸市総合コールセンター
TEL：0570-083330　FAX：078-333-3314

西西 空空 山田山田 反高林反高林

住之江住之江 呉田呉田茶屋茶屋

10月9日令和4年 日

𠮷田𠮷田

安全にだんじり巡行を観るためのお願い

御礼申し上げます

新型コロナウィルス感染拡大防止のお願い

グッズ販売！

「サンテレビ」にて放映
11月下旬以降に放送予定

放送日は公式ホームページ・SNS
にてお知らせいたします。

テレビ放映決定！

パブリックビューイング・ライブ配信 浴衣・法被

深田

中野

籾取

小路

田中

住吉

剣

住吉小学校南

魚崎北町8丁目

住吉東町5本住吉神社

水道橋

阪急御
影

JR住
吉

JR摂
津本
山

阪神
御影

阪神
魚崎

阪神
青木御影中前

郡家

国道
2号
線

山手
幹線

十
二
間
道
路

弓
場
線

住
吉
川

鳴尾
御影
線

商
船
大
学
線

春日神社

弓弦羽神社

東灘区役所前

パブリックビューイング会場
住吉小学校 校庭

❶東会場
　（白鴎橋） 

❷記念式典
　（東灘区役所前） 

❸西会場
　（御影クラッセ） 

❹中央会場
　（住吉公園） 
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交通規制実施図

場所 住吉小学校 校庭（入場無料）
時間 11：00～区役所前を中継、14：30～住吉公園を中継
※時間等は当日の状況により変更になる場合があります。 ※ライブ配信時間は予定です

交通規制のお知らせ

浴衣

法被

東灘区・灘区
文化魅力発信サイト
神戸だんじり

交通規制の詳細は
東灘区役所HPをご確認ください。

記念タオルも
六甲アイランド高校生のデザイン！
記念タオルも
六甲アイランド高校生のデザイン！

数量限定！数量限定！
記念タオル

（1本）

記念タオル
（1本）

当日、会場にて
販売！

当日、会場にて
販売！800円800円

税込税込税込税込

神戸市立六甲アイランド高等学校
芸術系美術・デザインコースの
生徒の皆さまが今回の
行事のためにデザインしたものです。
当日は中央会場にて
感謝状が贈呈される予定です。

（年中無休 8：00～21：00）

❶東灘区役所前からのライブ配信
　…10：30～12：00
❷住吉公園からのライブ配信
　…14：00～16：00


